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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
止水壁間に設けて、該止水壁により仕切られた地盤間の水の流動を制御するための通水土
留壁であって、
地中に掘削した通水縦坑と、
前記縦坑の内部に設置した、互いに並行する複数の通水路からなる通水筒と、
通水縦坑と通水筒との間に充填した通水材と、
前記通水筒の側部に設けて、前記止水壁と接続する止水継手とより構成し、
前記通水筒は、互いに隣接して設けた外側通水路と内側通水路とにより構成し、
外側通水路は、止水壁で仕切られた土留壁背面側に外側開口部を備え、
内側通水路は、開削側に開口した切り欠き部と、隣接する外側通水路との間の側壁部分に
開口した内側開口部と、切欠き部と内側開口部との間に位置する止水栓装着部とを備え、
内側通水路の止水栓装着部に止水栓を装着して、内側通水路の内側開口部と、切欠き部と
の間を遮水し得るように構成した、通水土留壁。
【請求項２】
請求項１に記載の通水土留壁の構造であって、
前記止水栓を内側通水路の止水栓装着部に装着することにより、
内側通水路の断面を閉塞することを特徴とする、
通水土留壁。
【請求項３】
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請求項１に記載の通水土留壁の構造であって、
前記止水栓が筒状部材であり、
前記止水栓を内側通水路の止水栓装着部へと装着することにより、
前記内側通水路を閉塞することを特徴とする、
通水土留壁。
【請求項４】
地盤開削前後において地下水の流動を確保する方法であって、
開削位置の両側に止水壁をそれぞれ設置し、
前記止水壁間に請求項１乃至３の何れか１項に記載の通水土留壁を設置し、
開削工事の開始前には、
通水材と外側通水路の外側開口部、内側通水路の内側開口部、内側通水路の切欠き部を通
して地下水の流動を確保し、
開削工事中には、
内側通水路の止水栓装着部に止水栓を挿入して、内側通水路内の断面を遮断し、
外側通水路の外側開口部を介して外側通水路内に集まった地下水を、
外側通水路からポンプでくみ上げて開削場所を越えた場所において地中に注水することで
、地下水の流動を確保し、
開削の完了時には、
開削部の内部に、相対する位置にある土留壁内の通水筒を連結するように水路を構築して
、地下水の流動を確保する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の通水路からなる通水筒を内蔵した土留壁及び地盤開削の前後において
該土留壁を用いた地下水の流動確保方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ＳＭＷ壁等の遮水性土留壁に通水機能を付加する方法においては、以下の方
法等が挙げられる。
＜１＞未固化のソイルセメントに注水チューブを挿入し、同チューブを拡張し、ソイルセ
メントを押し出すことで通水空間を確保する方法。
＜２＞未固化のソイルセメントにフィルター材を装着した２つ割構造のスクリーンを挿入
し、拡張ジャッキでスクリーンを地山に押し付け通水空間を確保する方法。
＜３＞ソイルセメント壁硬化後、ソイルセメントを削孔し、通水空間を確保する方法。
＜４＞未固化のソイルセメントにピストン（円管の先に鋼製のカバーを取り付けた部材）
を配置した通水装置付特殊芯材を建て込み、ソイルセメント硬化後にピストンを背面地山
に挿入しピストン先端の鋼製カバーを電食にて溶解し通水機能を発揮する方法。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、前記した従来の通水機能の付加方法にあっては、以下のような問題点がある。
＜１＞通水部のソイルセメントを完全に除去することは困難であり、またソイルセメント
の押し出し状況によっては十分なフィルター材の投入空間を確保できないこともあること
から、通水機能の低下が問題となるおそれがある。さらに、土留壁構築に長時間を要する
大規模開削工事では、土留壁構築時の地下水流動保全を目的に別途対策を講じる必要があ
る。
＜２＞通水部のソイルセメントを完全に除去することは困難であり、通水機能の低下が問
題となる恐れがある。また芯材は特殊な形状であることから、ソイルセメントの造成深度
および造成状況によっては芯材が建て込み困難となる恐れがある。
＜３＞ＳＭＷ壁の背面に通水構築用地が必要となる。また、ソイルセメントの削孔に当た
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っては全周回転開削機等の建設重機が別途必要となり、工期及び工費の面で負担が大きく
なる。更に、土留壁構築に長期間を要する大規模開削工事では、土留壁構築時の地下水流
動保全を目的に別途対策を講じる必要がある。
＜４＞通水能力は、ピストンの挿入状況に依存するため信頼性が低い。また、ピストンの
背面地山の間にある硬化したソイルセメントは除去できないため、通水機能の低下が問題
となる恐れがある。さらに、土留壁構築に長期間を要する大規模開削工事では、土留壁の
構築時の地下水流動保全を目的に別途対策を講じる必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記のような課題を解決するために、本願の第１発明は、止水壁間に設けて、該止水壁
により仕切られた地盤間の水の流動を制御するための通水土留壁であって、地中に掘削し
た通水縦坑と、前記縦坑の内部に設置した、互いに並行する複数の通水路からなる通水筒
と、通水縦坑と通水筒との間に充填した通水材と、前記通水筒の側部に設けて、前記止水
壁と接続する止水継手とより構成し、前記通水筒は、互いに隣接して設けた外側通水路と
内側通水路とにより構成し、外側通水路は、止水壁で仕切られた土留壁背面側に外側開口
部を備え、内側通水路は、開削側に開口した切り欠き部と、隣接する外側通水路との間の
側壁部分に開口した内側開口部と、切欠き部と内側開口部との間に位置する止水栓装着部
とを備え、内側通水路の止水栓装着部に止水栓を装着して、内側通水路の内側開口部と、
切欠き部との間を遮水し得るように構成した、通水土留壁を提供するものである。
【０００５】
　また、本願の第２発明は、前記第１発明に記載の通水土留壁であって、前記止水栓を内
側通水路の止水栓装着部に装着することにより、内側通水路の断面を閉塞することを特徴
とする、通水土留壁を提供するものである。
【０００６】
　また本願の第３発明は、前記第１発明に記載の通水土留壁であって、前記止水栓が筒状
部材であり、前記止水栓を内側通水路の止水栓装着部へと装着することにより、前記内側
通水路を閉塞することを特徴とする、通水土留壁を提供するものである。
【０００７】
　また、本願の第４発明は、地盤開削前後において地下水の流動を確保する方法であって
、開削位置の両側に止水壁をそれぞれ設置し、前記止水壁間に前記第１乃至３の発明の何
れかに記載の通水土留壁を設置し、開削工事の開始前には、通水材と外側通水路の外側開
口部、内側通水路の内側開口部、内側通水路の切欠き部を通して地下水の流動を確保し、
開削工事中には、内側通水路の止水栓装着部に止水栓を挿入して、内側通水路内の断面を
遮断し、外側通水路の外側開口部を介して外側通水路内に集まった地下水を、外側通水路
からポンプでくみ上げて開削場所を越えた場所において地中に注水することで、地下水の
流動を確保し、開削の完了時には、開削部の内部に、相対する位置にある土留壁内の通水
筒を連結するように水路を構築して、地下水の流動を確保する方法を提供するものである
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の土留壁に設置した井戸システムおよびその構築方法は、上記した課題を解決す
るための手段により、次のような効果を得ることができる。
＜１＞土留壁を構築しても、その構築によって地下水の流れを遮断することがなく、かつ
高い通水能力を確保することができる。
＜２＞止水栓による止水は、確実かつ簡便に通水機能を停止することができる。
＜３＞各通水筒にポンプを設置して、土留壁により仕切られた前面地盤と背面地盤に異な
る水圧を付加することができる。
＜４＞土留壁構築過程でソイルセメント等の固化材を井戸周辺に注入しないため目詰まり
など起因した通水能力の低下に対して信頼性が高い。
＜５＞土留壁構築時から内部開削・躯体構築時の全施工過程において通水能力を確保する
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ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。
【実施例】
【００１１】
＜１＞全体構成
　本発明の土留壁の構造は、遮水部である土留壁の一部に、通水筒２を設けて構成する。
鋼矢板２３は、隣接する鋼矢板１１を介して連結し、止水壁として遮水性を確保する（図
３、図４）。
　以下に通水部の構造について説明する。
【００１２】
＜２＞削孔
　土留壁は地盤を開削する前に、開削する範囲の外側に、事前に地下に構築しておく連続
した壁体である。
　この土留壁は水を通さない遮水性の機能を備えていて、開削側へは水を通さないことが
要求される。
　この非通水性の土留壁は、例えばシートパイルなどの名称で知られる公知の各種の工法
によって構築する。
　土留壁は、シートパイルや鋼管矢板のように圧入あるいは打撃による土留壁だけではな
く、ＳＭＷ工法などの名称で知られる地中に柱状の止水柱を連続して形成する構造やＲＣ
地中連続壁にも利用することもできる。
　いずれの工法によっても一連の土留壁は複数のユニットごとに構築してゆくから、その
ユニットとユニットの間に、本発明の構造を形成するための通水縦坑１０を削孔する。
　したがって、この通水縦坑１０は土留壁の線上に、土留壁の一部として構築されること
になる。
【００１３】
＜３＞通水筒２の構造及び設置
図１のように、通水筒２は、互いに並行する内側通水路２１と外側通水路２２と、嵌合継
手となる鋼矢板２３からなる。
内側通水路２１と外側通水路２２の形状及び、面積は任意に設定できる。例えば、図５の
ように、各通水路に角パイプなどを用いてもよい。
内側通水路２１は、隣接する止水壁で仕切られた開削側の通水材２５１に接する側壁部分
に開口した切り欠き部２１１と、隣接する通水路間の側壁部分に開口した内側開口部２１
２と、前記切り欠き部２１１と開口部２１２の間に設けた止水栓装着部２１３とからなる
。
切り欠き部２１１は、通水可能なようにスクリーンを設け、止水栓装着部２１３に止水栓
２１４が装着されると、切り欠き部２１１と内側開口部２１２との間の通水が遮断される
ように構成する。
外側通水路２２は、隣接する止水壁で仕切られた土留壁背面側の通水材２５２に接する側
壁部分に開口した開口部２２１を設ける。開口部２２１には通水可能なようにスクリーン
を設ける。
通水縦坑１０の内部に上記通水筒２を挿入して設置する。
【００１４】
＜４＞通水材の充填
　図３のように、通水筒２と通水縦坑１０との間にある空隙に通水材２５１、２５２を充
填する。
　この通水材は硅砂など通常の井戸で用いられるフィルター材を利用できる。
　通水材の充填によって、通水縦坑１０の背面から流れていた地下水は、通水縦坑１０に
入り、通水材及び通水筒を経由して下流側へ流出する。
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　このように、地中に通水縦坑を構築しても、地下水の流れを遮断する現象は発生しない
。
【００１５】
＜５＞開削前の通水状態
　通水筒２に取付けた止水継手と隣接する土留壁を連結することによって、通水性を維持
する通水縦坑１０と、非通水性の土留壁とは一体となる。
　そのために地盤の開削前には、地下水は土留壁の位置ではその流れを遮断されるが、通
水筒２を設置した位置では、内側通水路２１と外側通水路２２を経由し、地下水の流動を
確保することができる（図６）。
【００１６】
＜６＞遮水
　土留壁に囲まれた開削工事が開始してからは、開削部への地下水の流入は阻止しなけれ
ばならない。
　そのために、開削工事に先立って通水筒２の内側通水路２１を閉塞する。
　具体的には、内側通水路の内部に設けられた止水栓装着部２１３に止水栓２１４を装着
する（図１０）。
　本実施例では、止水栓２１４は棒状体挿入方式を用いているが、従来あるその他の方式
、たとえば、球体埋設方式（図１３）などを用いてもよい。
　止水栓装着部２１３は、図１１や、図１２、図１３、図１４のようにゴムパッキンや、
ゴム止水板を設置し、止水栓２１４の挿入後の止水性を確実にする。
　なお,開削工事期間中は開削内の地下水位は土留壁背面側地下水位より低くなるため,止
水栓装着後の内側通水路内の水圧は外側通水路内の水圧より小さくなり,この水圧差によ
り止水栓の押し込み効果が得られ止水性は向上する。また、内側通水路２１の止水栓装着
部２１３より上方は、止水栓２１４、筒状止水栓２１５、鋼球の設置時のガイドとしての
機能を持つ。
【００１７】
＜７＞地下水の汲み上げ
　以上のように、内側通水路２１に止水栓２１４を装着すると、地下水は開削側へ流れる
ことができず、そこで遮断されてしまう（図１５）。
　そのため、図１０のように、外側通水路２２内に集まった地下水をポンプ３１でくみ上
げる。そして開削場所を越えた位置の外側通水路２２から地中に注水する。
　こうして開削工事中にも、地下水の流動を確保することができる。
【００１８】
＜８＞開削内部の地下水の汲み上げ
　開削工事を進めていくうちに、開削内部の地下水位を低下させたい場合は、内側通水路
２１に筒状止水栓２１５を装着する（図１６）。筒状止水栓２１５によって、内側通水路
２１の内側開口部２１２は閉塞され、外側通水路２２から地下水の流入が遮断される（図
１７）。その後、地上から筒状止水栓２１５の内部を通過して、内側通水路２１の切り欠
き部２１１にポンプ３２を設置し、開削内部の地下水を汲み上げる。
　なお、内側通水路２１及び外側通水路２２の両方にポンプ３１，３２を設置することに
より、土留壁により仕切られた開削内部と、その他の地盤に異なる水圧を付加させること
もできる。
【００１９】
＜９＞水路の構築
　開削が完了して開削底部に至ったら、その開削底部に水路６を設ける（図１８）。
　この水路６はコンクリートの管体など公知のものを利用できる。
　そしてポンプ３１，３２による汲み上げを停止すれば、通水筒２内に溜まった地下水は
、開削底部に設けた水路６を通して流動する。
【００２０】
＜１０＞地下構築物の構築
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　開削が予定深さまで完了したら、その後に地下構築物７の構築を行う。
　その場合に、開削底部に水路６が配置してあれば、構築物７の下面の水路６はそのまま
地下水の流路として永久的に利用できる。
　なお、水路６を設置する位置は、開削部の底部に限らず、地下水の水位以下の深さであ
れば、開削部の内部のどこへでも設置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】通水筒の第１斜視図。
【図２】通水筒の第２斜視図。
【図３】通水土留壁の断面図。
【図４】通水土留壁の他の実施例の断面図。
【図５】通水筒の他の実施例の斜視図。
【図６】開削工事開始前の通水状態の詳細図。
【図７】図６のＡ－Ａ'の断面図。
【図８】図６のＢ－Ｂ'の断面図。
【図９】図６のＣ－Ｃ'の断面図。
【図１０】開削内部の遮水状態の詳細図。
【図１１】止水栓装着部の詳細図。
【図１２】止水栓装着部の他の実施例の詳細図。
【図１３】止水栓装着部の他の実施例の詳細図。
【図１４】止水栓装着部の他の実施例の詳細図。
【図１５】図１０のＤ－Ｄ'の断面図。
【図１６】開削内部の地下水汲み上げ作業の詳細図。
【図１７】図１６のＥ－Ｅ'の断面図。
【図１８】水路及び地下構造物の構築の詳細図
【符号の説明】
【００２２】
１０・・通水縦坑
１１・・鋼矢板
１２・・ＳＭＷ壁
１２１・芯材
１２２・ソイルセメント
２・・・通水筒
２１・・内側通水路
２１１・切り欠き部
２１２・内側開口部
２１３・止水栓装着部
２１４・止水栓
２１５・筒状止水栓
２２・・外側通水路
２２１・外側開口部
２３・・鋼矢板
２５１・開削側通水材
２５２・非開削側通水材
３１・・ポンプ
３２・・ポンプ
６・・・水路
７・・・地下構造物
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